
1933 June 

昭和 8年 6月 会務報告 硲、小山脱会の件決議／新会友推挙 

1 

 

 

        

 
 

啓 

 

本
会
会
員 

硲
伊
之
助
、
小
山
敬
三
両
氏
脱
会
の
意
志
な
る
事 

既
に
若
干
世
間
の
知

る
と
こ
ろ
の
様
で
あ
り
ま
す
。 

 

両
君
の
此
の
意
志
は
聯れ

ん

袂け
つ

的
で
は
な
く
、
そ
の
申
出
も
時
を
異
に
し 

理
由
も
別
個
の

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
会
は
こ
れ
を
遺
憾
と
し
飜
意
施
せ
し
む
る
手
段
を
も
つ
く
し
見
ま
し
た
が
結
局
其

意
志
の
ま
ま
了
承
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

  

次
に
、 

本
会
出
品
者
中
よ
り
多
年
の
成
績
等
参
考
、
選
考
の
結
果
左
の
四
氏
を
会
友
と
し
て

推
薦
し
ま
し
た
。 

  

田
中
謹
左
右 

（
在
仏
中
） 

 
 

春
陽
会 

第
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
、
十
回
展
出
品 

 
 

昭
和
五
年 

春
陽
会
賞
受
賞 

  

倉
田
三
郎 

 

現
住
所 

 

東
京
府
北
多
摩
郡
立
川
町
三
の
八
二 

 
 

明
治
三
十
五
年 

東
京
市
に
生
る 

 
 

葵
橋
研
究
所
、
東
京
美
術
学
校
に
学
ぶ 

 
 

春
陽
会 
第
二
、
三
、
四
、
五
、
八
、
九
、
十
、
十
一
回
展
出
品 

 
 

昭
和
七
年 

春
陽
会
賞
受
賞 
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大
澤
鉦
一
郎 

 

現
住
所 

愛
知
県
大
野
町
高
須
賀 

 
 

明
治
二
十
六
年 

名
古
屋
市
に
生
る 

 
 

独
学 

 
 

春
陽
会 

第
六
、
七
、
八
、
九
、
十
、
十
一
回
展
出
品 

 
 

昭
和
七
年 

春
陽
会
賞
受
賞 

  

伊
藤
慶
之
助 

 

現
住
所 

兵
庫
県
阪
急
沿
線 

岡
本
字
中
島
一
六
九 

 
 

明
治
三
十
年 

大
津
市
に
生
る 

 
 

本
郷
洋
画
研
究
所
に
学
ぶ 

 
 

昭
和
四
年
春 

フ
ラ
ン
ス
に
遊
学 

同
七
年
帰
朝 

 
 

春
陽
会 

第
二
、
三
、
五
、
六
、
八
、
十
、
十
一
回
展
出
品 

 
 

サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
に
も
出
品 

        

               


